

























































重要テクストであると理解する。 近年ではレヴィン Christoph Levin, Der 



























2 ) Der Jahwist, pp.381-387. レヴィン『旧約聖書』山我哲雄訳、教文館、2004年、























































3 ) 特にヨブ 30:9-15 参照。30:12 拙訳「［私の］右で成り上がり者が立ち上がり、
彼らはわが足を宙に舞わせ、私に向かって、彼らの災禍の路を築く」、『ヨブ
記 箴言』（旧約聖書 XII）岩波書店、2005年（2刷）、107-108頁、脚注14参照。
4 ) G.Kaiser / H.-P. Mathys, Das Buch Hiob. Dichtung als Theologie, BThS 181, 
Neukirchen-Vluyin, 2006, p.127. マティスは「付論 I」で、ヨブ記作者は「地中
海渡航者の知人を通してギリシア悲劇について聞いていた」と記すが、それ
は最近のフランス語による旧約聖書緒論（Introduction à l’Ancien Testament, 













































































































7 ) ヴェスターマンの認識に基本的に従う。Cf. C. Westermann, Das Loben Gottes in 
den Psalmen, Goettingen, 1954; „Struktur und Geschichte der Klage im Alten 





















































8 ) アルベルツが基本的な研究を行っている。Cf. R. Albertz, Weltschöpfung und 
Menschenschöpfung. Untersucht bei Deuterojasaja, Hiob und in den Psalmen, 
Stuttgart, 1974, esp. E. Weltschöpfung und Menschenschöpfung im Buche 
Hiob, pp.132-151.
9 ) ハートリーはヨブが「嘆き」に認められる五つの構成要因の大部分を欠落さ
せ、嘆きの機能の変容したことを追跡する。Cf. J. E. Hartley, “From Lament to 
Oath. A Study of Progression in the Speech of Job,” W. A. M. Beuken (ed.), The 





















































10) ヨブ記の言表が全体として申 28 章との関わりを持つことを指摘したのは、
ウォルファースの貢献である。Cf. David Wolfers, Deep Things Out of Darkness. 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































も同じ方向である。NRSV: “my error remains with me.”; REB: “the error would 
still be mine alone.”; NIV: “my error remains my concern alone.”; NJPS: “my 
error remains with me.”; TOB: “mon erreur ne regarderait que moi.”; EHS: 







































































































































































































































































































（本稿は 2006 年 2 月 25 日に行われた「キリスト教と文化研究所」主催の講演に基
づき、より詳しく書き直したものである。本稿の一応の原稿化は講演直後になされ
ていたが、翌月の筆者の退職およびその後の多忙により寄稿の件は長く念頭から離
れて四年を経過した。今回寄稿の許可を編集者からいただいたので、旧稿に手を入
れ、論旨の一部を補強した。2010. 4. 28）
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要旨
　筆者はかつて、ヨブ記がヤハウィストを相互テクストとして用いている
ことを『「ヨブ記」論集成』に収録の論文「ヨブ記における相互テクスト
性」において論じた。本論はヨブ記とヤハウィストが主題と関心を共有す
ることを探求する。従来、ヨブ記とヤハウィストとは成立時代も関心も大
きく違うとの先入観が働いて、両者が民族史的な課題を共有するとはまっ
たく考えられていなかった。しかし私見によれば、両者はペルシア時代の
成立であり、時代的な課題を共有する。そればかりでなく、両者はユダヤ
教の基本である律法の整備とそれに伴うユダヤ民族中心主義への傾斜に抵
抗するという共通の陣営に身を置いている。両者は人類とヤハウェとの関
わりを重視する普遍主義を重んじて、申命記主義者が展開したヤハウェと
イスラエル民族の特殊主義的な契約観、およびエルサレム中心の見方に対
して批判的であり、ユダヤ教の外の世界に注目した。
　ヤハウィストによれば、アブラハムは未知の世界に出て行った。そもそ
も人類の始祖は「エデンの東」に人間的な活動の場を見出した。人類には
その最初から境界侵犯を禁ずる「戒め」（園の中央の樹の実を取って食べ
ることの禁止）が与えられていた。それはシナイもしくはホレブで与えら
れたというユダヤ教の律法とは関係がない。境界侵犯は人間が神の領域を
侵すことの禁止ばかりでなく、人間の間にも適用される。弟を殺した兄は
追放されなければならない。境界侵犯の禁止は客人法の遵守がヤハウェの
基本的な関心事であることを認識させる。客人法を破った異教の人びとの
町ソドムはヤハウェによって処罰される。
　ヨブ記の主人公ヨブは「東の人」、すなわち律法が知られない異邦人で
あるが、ヤハウェの眼には比類のない義人である。ヨブの正しさは客人法
の遵守、貧者の保護によって証しされる。ヨブが神との関わりで重視する
のは、律法が規定の対象としない内心の世界である。「契約」（神とイスラ
エルとの特殊な結合）は個人的で私的な領域に移される。行動の基準は彼
ヨブ記とヤハウィスト 51
の「良心」である。
　ヨブ記とヤハウィストのこの姿勢を支えるのは、人間の自律性と自由の
重視である。しかし人間の自由で知的な活動が神の意志を知ることにはな
らない。むしろ誤解を導く。ヤハウィストにおける人間は想像力を働かせ
て神に背き、神と人への応答を拒む。境界侵犯を禁ずる神の掟は無条件に
課せられる。しかし神は人間の自発性を尊重し、掟への服従を強制しな
い。ヨブにおいても、苦難の原因は説明されない。ヨブが「理由なく」神
に従うか否かについて神とサタンは対立する。ヨブは理由なく神に服従し
たが、その後、理由の開示を求めて神に猛烈に抗議した。神の弁論は神に
ついて思い巡らす彼の知の限界を示した。ヨブはそれを自発的に認めた。
ヨブ記とヤハウィストは普遍主義を支える神と人間のあり方を提示した。
